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植民地幣制の起点、 theTreasury Minute of 1825， 


































82 (82) 第 121巻第1・2号
第 1表満州・朝鮮間貿易〔南満4港対朝鮮貿易額〉
〔単位千海関両〉
輸 出 輸 入 (%) 差 額
1913 4，242 (5，2) 2，166 (2.8) 2，077 
1914 3，257 (4.1) 2，583 (3.1) 674 
1915 5，269 (5.5) 2，949 (3.4) 2，320 
1916 5，191 (6.1) 4，146 (4.2) 1，045 
1917 7，366 (7.0) 5，264 (3.8) 2，102 
1918 10，662 (7.6) 4，934 (3.2) 5，728 
1919 18，266 (10.3) 5，339 (2.7) 12，927 
192町 19，016 (10.1) 5，894 (3.4) 13，122 
1921 13，064 (6.7) 6，459 (3.5) 6，605 
1922 18，796 (8.5) 3，685 (2.1) 15，111 
192に3 25，028 (10.1) G，23G (2.8) 19，793 
1924 25，443 (11.5) 4，828 (2.6) 2日，615






3分の 1を占めている。 こうして本格的粟輸入の開始がなされた。 その後，










3) 朝鮮総督府『農業献計聾』昭和 6年. 4ベ ジ「米牛摩統計壷!




1ー910 85 324 。
普 1911 602 71 2 
者 1912 271 78 457 21 
普 1913 2，898 328 1，033 53 ，'. 
1914 1，147 30 936 82 3，355 
1915 765 20 1，071 64 3，489 
1916 58 358 1，170 68 3，419 
1917 1，269 350 1，953 102 5，738 
1918 3，099 995 3，390 309 12，772 
1919 15，410 2，515 5，225 1，222 35，107 
1920 18，066 9，524 5，609 4，337 41，618 
1921 973 1，874 3，897 6，059 34，008 
1922 8，806 1，466 4，839 5，387 45，578 
1923 13，313 3，584 5，558 7，299 60，744 
1924 19，664 7，343 4，520 5，134 59，260 
















産出高 (1910年約B万ト γ，1915年23万トン， 1920年29万トン)が追いつかず，年々
輸移入高が増大する (1910年約13万トン， 1915年38万トン， 1917年62万トン， 1920年
82方トン)が5〉，その中で石炭輸入先を日本から満洲に変化させているのである。









192C年， 21年においても前者の554千トン， 443千トンに対して後者は318千ト γ，335千
トンと，なお大半を占めτいる〕730 日露戦争の結果日本が占領，獲得し，戦後満
鉄に委譲された撫順炭田は，当初23万トンの出炭 (1907年〉でしかなかったが，

















易額に占める割合も徐々に増大じている。 1913年に全貿易額の 5.2%， 1914年






(移 出) 〔移 入) 〈差額〕
米 |大豆附総額 綿織物|綿系|主属製高両&器移λ糊 c， .A 超
1910 4，154 5，093 15，379 5，129 1，816 777 717 25，348 .6. 9，969 
1911 2，821 4，233 13，341 7，383 2，141 1，138 1，134 34，058 .6. 20，717 
1912 4，252 4，917 15，359 9，768 2，356 1，509 2，253 40，766 ι25，407 
1913 11，402 5，510 25，314 9，633 1，959 1，173 2，378 40.429 .6. 15，115 
1914 14，246 3，793 28，587 9，049 2，210 1，741 1，838 39，047 ム 10，460
1915 21，323 5，157 40，901 9，772 2，598 1，577 1，841 41，535 A 634 
1916 14，356 5，986 42，964 13，006 3.368 1，672 2，577 52，459 ρ9，495 
1917 17，88C 9，107 64，726 19，345 5，103 2，566 3，7σ7 72，696 .6. 7，97 
1918 56，788 9，477 137，205 28，676 3，864 4，992 14，987 117，273 19，931 
1919 106，547 20，593 199，849 65.603 6，044 7，379 12.579 184，918 14，931 
1920 73，196 17，262 169.381 27，580 3，803 7，888 10，858 143，112 26，269 
1921 88，784 22，769 197，393 40，245 4，826 8，464 6，702 156，483 40，910 
1922 93，690 21，848 197，915 30，639 3，563 7，684 6，686 160，247 37可668
1923 112，932 20，693 241，262 31，739 4，186 10，418 8，700 167，452 73，810 
1924 163，312 25，064 306，660 41，937 7，297 9，811 11，345 211，817 94，843 
1925 172，656 20，274 317，289 44，415 9，855 9，929 10，684 234，624 82，665 
『朝鮮総督府統計年報』杏年より。
この時期の朝鮮・日オ玄関貿易の第1の特徴は，朝鮮の本格的対日米移出の開
86 (86) 第 121巻第1.2号




湾からの移入の害恰は. 1913年にはそれぞれ， 14.9%， 21.8%であったが， 1914年には
31.0%， 15.0%と初めて逆転し，以後その差は拡大していく〕引 ζ とに端的に示される
ように，対日米移出基地としてD朝鮮り位置づけが不動りも D となっていく過

















9) 東洋鮮揖新報朴『日本貿易精監』昭和10年" 154， 48臥 593へー ジ所載各表より算出。
10) 朝鮮総督府統計年報』各年より算出。
11) 向上斗
















1920年28.4%， 1925年24.5%)， その内容は前項でみたとおりであり，英， 米の凋
落と日本のシェアの増大は， 日本の朝鮮市場支配の確立を示しているのであ










88 (88) 第 121巻第 1.2号
第4表満洲の対日本貿易
(単位千海関町〕
|山 1191811919 119却 1192111白 21悶|山|日
半自 出
(1)豆 粕 21，647 28，675 43.029 38，288 45，742 41.820 46，374 44，284 40，559 
(2)大 王 2，342 9，927 15，295 14，669 11，699 11，512 18，135 19，172 21，743 
(3)枠 蚕 来 1，229 2，390 4.4GD 3，292 10，576 7，164 8，725 6，202 7，600 
(4)石炭及コークス 1，011 1，607 963 1，591 2，617 5，264 7，123 8，620 9，867 
(司その他計 38，888 58，492 96，793 81，295 89，774 80，456 105，517 99，194 99，257 
(1)!(5) % 55.7 49，2 44.5 47.1 51.0 53，2 43.9 44.6 40.9 
(2)/(5) % 6.0 17.0 15.8 18.0 13.0 14.3 17.2 19.3 21.9 
車市 入
(6)綿 部占 物 16，998 20，941 36，964 30，804 22，994 28，353 22，292 22，151 35，143 
(マ)綿 糸 6，279 4，954 5，960 7，007 8，540 8，590 6，379 4，833 I 5，800 
(8)鉄 及 銅 5，150 6，141 4，895 4，243 2，760 2，039 2，899 3，347 3，575 
(9)機械器具 1，951 3，181 2，890 3，065 3，431 .1，051 2，570 3，101 2，434 
(10)その他計 72，075 69，452 92，058 82，388 71，559 71，313 67，869 63，408 88，266 
(6)!!叫% 23，6 30，2 40，2 37.4 32，1 39.8 32.8 34，9 39.8 




第 2に， 日本の対満洲輸出においては，綿製品が総額の 3分の lから半分近
くを占めていること，及び，鉄及鋼， 機械器具が主要輸出品となっている〔両
者あわせて全体の 8-10%) こと， と〈に後者が注目される。
第3に，満洲の貿易総額に占める日本の地位をみる。まず輸移出総額中の対






















作によるもの (1890年 1888年の未生産高386日万石に対し 1889年は3300万石に減少，
その為1890年の米輔移入額は前年の14万円から 1230万円へ激増， 18肝-98年 1895年白
米生産約 4000万石に対して 1896年3620万石， 1897年3300万石と 2年連続司可乍， その為
1897年の米輸移入は前年の 570万円から 2160万円へ急増， 翌1898年も 4940万円の巨額の
輸移入が続いた〕か，または戦争準備の為のもり (1903-05年 日露戦争準備と1902




末平均相場でそれをみZ主. 191C年の 13.27円が. 1911年 17.35円 12年30.96円 13年
1の数字は Wjt支那貿易年報』各年より草出.
90 (90) 第 121巻第1.2号
21.33円と急上昇).輸移入が増大するという経過をたどったのである。そしてこ
うしたパターンは. 1915-16年の比較的低輸移入〔それぞれ3430万円.2440万円〉


















1910年約3800万円， 1917年7000万円， 1919年1億9000万円， 1920/9ニ2億3500万円と増大
したがそり中で大豆粕の占める比率は， 1910-14年45ー 5O%，1915-17年約70%，1918 
年77%と上昇し， 1919年， 20年は64%. 57%と低落したが1021年には71%と回復してレ
るλ 国内生産高 (1908-12年平均150万貫， 1912-16年平均310万貫， 1917年680万貫，
1918年920方貫. 1919年940万貫. 1920年665万貫)を合わせて販売肥料中最も重要な
14) 以上，米輸事入額は.，日本貿易精覧.!l154， 485， 593へージより算出。米生産高は，朝日新聞
社『日本経済統計総観』昭和5年.702ベク，深川E米相場は，伺1165ヘ ジによる。
1910年代東北アシアの経済関係と日本の対満州通貨金融政策 (91) 91 
ものの一つであった。満洲の対日豆粕輸出はこうした意味をもっていたのであ
り， その増大が日本の米輸移入増大と同じく 1913年〈数量で1億担，額で3000万












ン， 1920年約30回万トン 19お年3150万トン)， 日本の石炭輸移出高は1913年を頂
点として以後減少を続ける (1906年240万トン， 1910年約300万ト人 1913年402万トン，
1920年240万 lン，その後横ばい状態を続け 1925年280万トン〕。それと対照的に，
1914年， 1920年を画期としながら輸移入高が着実に増大していく (19日6-09年10
万トン以下， 1910年24万トン， 1914年107万トン， 1915-19年70-90万ト/， 1920年100
万トン， 1925年210万トン)m。 朝鮮が石炭輸入先を日本から満洲に転換したこと，
及び満洲かbの対日石炭輸出の増大の背景には以上の問題があったのである O





16) 朝鮮総督府『農業統計表』昭和9年， 108へ ク。
17) 日本の右炭産出高は 'E本経済統計総観Jl770へージ， 輸事出入高は『日本貿易精覧JI106， 
?69， 500， fi2L 600， 624日各へ ;/より草出。


























ユ8) 満鉄に関する数字は， ~南満洲鉄道株式会社ニ十年時史』同社編，昭和 2年， 80-81ヘ ジ，
102-103ベ リ記載申表より。朝鮮鉄道のものは『朝鮮総督府統計年報』各年より u













































































同じく撫順炭田における新坑開発 (1917年千金葉西方第2露天堀及び龍鳳坑， 1918 





20) 外務省編『目本外主文書』大正6年第Z冊，昭和43年， 3ヘ ジ。
21) 圏す国会図書館所蔵 r寺内iE毅閣係空書』四四三の10
96 (96) 第 121巻第1. 2号
第5表 日本の対満洲資本輸出
〔単位千円j
i去 人 企 業 投 資
企業新設|資本払込|培 資|童生宮|差引純増
借款投資
1906 105.105 105，105 
1907 559 559 
1908 1，659 1，659 
1909 766 766 320 
1910 40 
3，8420  1911 3.262 3号O 300 90 
1912 1，269 10，000 11，269 90 
1913 5，904 8，350 14，254 
1914 1，325 4，00U 5，325 
1915 2，398 4司500 350 21 7，227 
1916 9.122 4，000 1，000 14.122 8，634 
1917 12，500 10，506 61 22，945 9，763 
1918 26，201 13，000 270 1，423 38，048 63，815， 
1919 65，816 30，641 8，993 4，230 101，220 2，256 
1920 53，690 8，811 140，054 26，087 176，468 32，100 
1921 29，042 2，569 2，653 19，709 14，555 560 
1922 12，374 15，593 6，435 15，908 18，492 1，941 
1923 28，501 2，244 6，384 18，524 18，6口5 8，790 
1924 3，353 1，828 42 12，974 ム 7，751 9，515 
1925 19，754 16，026 2，415 15，158 23，037 8，119 
法人企業投資は全て#込資本金額，ム低減
満鉄庶務部調査課「満蒙おける日本の投資状態』昭和3年， 17，80，82-83， 94-97， 100--101へ
ージより作成



























22) 以上の叙述は，朝鮮総督府鉄道局『朝鮮鉄道史』第l巻，昭和4年.45-7， 514-520， 536-542 








































































































1913 2，315 726 
1914 3，3口8 1，064 63，663 
1915 3，682 2，085 78，566 
1916 15，231 9，107 221，239 
1917 2.3，634 12，338 987，438 
1918 69，857 31，569 1，427，484 
1919 114，989 44，555 2，956，910 
1920 72，573 28，129 1，582，476 
1921 118，357 34，口06 1，010，036 
1922 107，948 32，519 1，152，824 
1923 115，110 31，487 1，172，102 
??










1924 普 45，190 





















り員時を庄倒する ζ とになって 切目勘定は担本位となって居る ...J (37ヘ ジλ





















32) 1917年12月27日の政府声明白大蔵省編『明治大E財政史』第15巻，昭和13革 353ペー ジ。








36) 花旗銀行の満洲進出 191~年ハルピン. 1922年大連に支庖設置一一(東E研究所『諸外国り
M主投資， J二巻，昭和17年， 99ペ ァ)などロ









調査課『満洲に於ける支那銀行の概要』昭和5年L その他， 1921年， 張政権により中国人銀行
以外の大洋票発行が禁止されたのも中国資本の増大を示すものである。
